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　国連は、１９４８年（昭和２３年）の国連総会において、「世界
人権宣言」を採択し、その後、様々な人権保障の実現のための取組
を推進してきました。また、世界中ですべての人の人権が保障され
るためには、人権教育の充実が不可欠であるとし、１９９５年（平
成７年）から「人権教育のための国連１０年」を実施してきました。
さらに、２００５年（平成１７年）からは、国連１０年を引き継
ぎ、人権教育の推進を徹底させるための「人権教育のための世界計
画」の実施に取り組んでいます。現在、この「世界計画」は、初等
中等教育に焦点をあてた第１フェーズを終了し、高等教育における
人権教育及び教員、公務員等の人権研修に焦点をあてた第２フェー
ズ［２０１０－２０１４］に取り組んでいるところです。
　わが国においても、平成１２年に「人権教育及び人権啓発の推進
に関する法律」が制定され、平成１４年にはこの法律に基づく「人
権教育・啓発に関する基本計画」が策定されました。これらを踏ま
え、文部科学省に「人権教育の指導方法等に関する調査研究会議」
が設置され、平成２０年３月には、学校における人権教育推進のた
めの理論的指針や実践的事例を盛り込んだ「人権教育の指導方法等
の在り方について [第三次とりまとめ ]」が公表されました。さらに、
平成２１年１０月には、各教育委員会や学校における人権教育の取
組状況等の調査結果をまとめた「人権教育の推進に関する取組状況
の調査結果について」が公表されています。
　和歌山県教育委員会では、このような国内外の人権教育を取り巻
く情勢を踏まえ、「和歌山県人権教育基本方針」に基づき、さらに
積極的な人権教育の推進に努めているところです。
　平成１９年度より、「人権教育学習プラン」プロモート委員会を
開催し、毎年、プロモート校の取組の成果等を掲載した資料集（『人
権教育学習プラン－実践事例集－』）を刊行してきました。
　本実践事例集には、平成２２年度のプロモート校６校の指導計画
改善・充実の取組の経緯、「人権教育学習プラン」（全体計画・年間
指導計画）及び「人権教育学習プログラム」（人権教育学習単元）
を掲載しています。各学校においては、これまで刊行してきた資料
集と併せて活用され、人権教育の推進に取り組まれることを期待し
ています。
　最後に、本実践事例集の発刊にあたり、ご協力いただきました関
係者各位に対して、厚くお礼申し上げます。

　平成２３年３月

　　　　　　　　　　　和歌山県教育庁生涯学習局

� 生涯学習課長　　東　中　啓　吉

は じ め に
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「人権教育学習プラン」プロモート委員会の開催1

　県教育委員会では、各学校における人権教育の指導方法等の改善・充実の取組をより一層推進するため、平成

１９年度より毎年、人権教育の実践に意欲的に取り組む学校の教頭（副校長を含む）及び人権教育担当教員に委

員を委嘱し、「人権教育学習プラン」プロモート委員会を開催しています。本委員会では、プロモート校が「人

権教育学習プラン（人権教育の全体計画、年間指導計画）」の作成及び改善・充実に取り組んだ成果や課題を交

流することで、それぞれの学校の実践の充実に資するとともに、その取組の成果を県内に普及することを目的と

しています。プロモート校の取組の成果等については、毎年、資料集としてまとめ、県内すべての学校に配付し

ています。

　平成１９年度、２０年度には、全体計画、年間指導計画の作成・充実の取組の詳細を掲載した資料集「人権教

育学習プラン－実践事例集」、「人権教育学習プラン－実践事例集－その２」を刊行しました。

　その後、各学校において人権教育の改善・充実の取組として「効果的な教材の選定・開発」や「指導方法の工

夫・改善」への関心が高まる中、プロモート委員会の取組の重点をより具体的な学習教材・単元開発等に移行し、

平成２１年度には、その成果等を掲載した資料集「人権教育学習プラン－実践事例集－その３」を刊行しました。

活 用 に あ た っ て
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人権教育の指導方法等の改善・充実2

（１）人権教育の充実をめざした教育課程の編成

　学校において人権教育を展開する際には、各教科等のそれぞれの特質に応じ、教育活動全体を通じてこれを推

進していくことが大切です。その際、人権教育の目標と各教科等の目標やねらいとの関連を明確にしたうえで、

人権に関する意識・態度、実践力を養う人権教育の活動と、それぞれの目標・ねらいに基づく各教科等の指導と

が、有機的・相乗的に効果を上げられるようにしていくことが重要です。

（２）「全体計画」「年間指導計画」の改善・充実

　「全体計画」は、当該学校における人権教育の推進の根幹となるものであり、「年間指導計画」は当該年度にお

ける取組の全体像を具体的に把握し、共通認識をもって人権教育に取り組めるようにするための、大切な指針と

なるものです。これらの作成及び改善・充実にあたっては、全教職員の共通理解など、学校全体の組織的な取組

としてすすめていく必要があります。

全体計画充実のための留意点
　❶児童生徒の実態や課題を明確にする。

　❷児童生徒の実態や課題、保護者や地域の願いに即した人権教育の目標を設定する。

　❸各教科等における取組と人権教育の目標との関連を整理する。

　❹家庭や地域、関係機関等との協力や連携について整理する。

年間指導計画充実のための留意点
　❶全体計画に位置づけた目標等を踏まえたものにする。

　　（人権教育の取組と、全体計画に示した人権教育目標等との関連が明確になるよう工夫する）

　❷目標の具現化につながる各教科等の学習単元を位置づける。

　❸各教科等における取組の人権教育としての目標を明確にする。

　❹教科等を横断した学習単元を開発する。

教育課程に位置づけられた教科等の学習活動や学習単元

教科等の目標やねらいに
基づく（教科等）の指導

人権に関する意識・態度、
実践力を養う人権教育の活動

人権教育目標と各教科等の目標や
ねらいとの関連の明確化

有機的・相乗的に期待される効果

・個に応じた指導の充実　・一人一人が大切にされる授業づくり

人権教育の充実をめざした教育課程の編成
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（３）人権教育の指導内容の構成及び指導方法について

　学校において、人権教育の指導の改善・充実という課題に直接的・具体的にかかわるのが、人権教育の指導内

容及び指導方法の問題です。

　児童生徒に、自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度を育成するためには、人権にか

かわる資質や能力を総合的に身につけさせる必要があります。これらの指導を効果的に行うためには、総合的な

内容構成の学習単元や、特定の資質や能力の育成に焦点をあてた個別的、具体的な内容構成の学習単元などを、

有効に年間指導計画に位置づける必要があります。

指導内容の構成（例）

　人権が尊重される社会づくりを自らの問題としてとらえ、自ら考えることができるようにするなどの教育効果

を高めるため、身近な事柄を取り上げたり、児童生徒の興味・関心を活かしたりするといった教材の内容面での

創意工夫を行う必要があります。

　知的理解を深めるための指導を行う際には、人権についての知識を単に一方的に教え込んだりするだけでは十

分でなく、児童生徒ができるだけ主体的に、他の児童生徒とも協力し合うような方法で学習に取り組めるよう工

夫することが求められます。さらに、人権感覚を育成する基礎となる価値的・態度的側面や技能的側面の資質・

能力に関しては言葉で説明して教えるというような指導方法で育てることは到底できません。児童生徒が自ら主

体的に、しかも学級の他の児童生徒たちと共に学習活動に参加
3 3

し、協力的
3 3 3

に活動し、体験
3 3

することをとおしては

じめて身につくといえます。

————— 人権教育の指導方法の基本原理 —————

①『協力的な学習』 ②『参加的な学習』 ③『体験的な学習』

総合的な指導内容の学習単元

人権問題について、現状や課題を理解
する学習

人権問題の解決を自らの課題として
とらえ、解決への意欲や態度を育成
する学習

時代背景や社会構造を踏まえ、差別
や偏見を見抜く技能を育成する学習

特定の資質や能力の育成に焦点をあてた個別的・具体的な学習単元

社会科
日本国憲法と基本的人権について理解を深
める学習

特定の資質や能力の育成に焦点をあてた個別的・具体的な学習単元

特別活動
協力しながら、建設的に問題解決に取り組
む技能を育成する学習

特定の資質や能力の育成に焦点をあてた個別的・具体的な学習単元

道徳
多様な考え方を尊重しようとする価値・態
度を育成する学習

ア　指導内容の構成

イ　効果的な学習教材の選定・開発

ウ　指導方法の在り方
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　人権教育の学習の効果を高めるためには、指導内容の構成や教材の選定・開発、指導方法等に創意工夫を行う

必要があります。以下に多様な創意工夫の視点等を例示します。学校における人権教育の改善・充実に向けた取

組の参考にして下さい。

効果的な学習教材の選定・開発 指導方法の工夫・改善

教育効果を高めるため、身近な事柄を取り上
げたり、児童生徒の興味・関心を活かしたり
するといった教材の内容面について創意工夫
を行う必要があります。

自他の人権を守ろうとする意識、意欲、態度
を促進するためには、児童生徒が、自分自身
の心と頭脳と体を使って、主体的、実践的に
学習に取り組むことが不可欠です。

効果的な教材例

工夫1
　外部講師の講話

工夫2
　保護者と共につくる教材

工夫3
　視聴覚教材など児童生徒の感性に訴える教材

工夫4
　同世代の児童生徒の作品の教材化

工夫5
　地域や身近な事柄の教材化

工夫6
　小説、詩などの教材化

工夫7
　人権課題に関する歴史的事象の教材化

「協力的」「参加的」な学習例

工夫8
　児童生徒自身が計画した聞き取り学習など

工夫9
　�児童生徒同士で解決方法を話し合うなどのグ
ループ学習

「体験的」な学習例

工夫10
　施設等でのボランティア体験

工夫11
　アイマスク体験や車椅子体験などの疑似体験

工夫12
　�ロールプレイングやシュミレーションなどの
間接体験

関係諸機関との連携 家庭・地域との連携

人権教育に関係する諸機関の協力を得て、多
様な学習活動を行うことは、人権感覚の育成
に大きな効果を上げるものと考えられます。

学校における人権教育の取組を家庭や地域等
でも肯定的に理解してもらい協力や支援を得
る必要があります。

取　組　例

工夫13
　福祉関係機関等での体験活動等

工夫14
　�地域関係機関等の専門家をゲストティーチャ
ーとして招いた学習

工夫15
　関係機関、行政機関等での聞き取り学習

取　組　例

工夫16
　�保護者参加型授業など、授業等における連携
の取組

工夫17
　�人権学習の授業参観など、学校への理解増進
を図る取組�

エ　多様な創意・工夫の視点
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　今年度は、６校のプロモート校が、人権教育の指導内容の構成や教材の選定・開発、指導方法等について研究

をすすめ、学習単元の開発に取り組みました。プロモート校が開発した学習単元について、単元名、テーマ（個

別の人権課題等）、工夫したポイント（多様な創意工夫の視点との関連）を以下の表にまとめています。

オ　プロモート校が開発した学習単元例

単元名（学校名） テーマ等 工夫したポイント 掲載頁

「保護者と共に福祉体験〜考えよ

う私たちにできること〜」

（美浜町立松原小学校）

障害者の人権

工夫1-14 関係機関の専門家による講話

工夫4 同世代の児童生徒の作品の教材化

工夫9 話し合いなどのグループ学習

工夫11 アイマスクの疑似体験

工夫16 保護者参加型授業

P20

〜

P26

「言いにくい言葉は…」

（田辺市立田辺第二小学校）
コミュニケーション

工夫5 身近な事柄の教材化

工夫9 話し合いなどのグループ学習

工夫12 シュミレーションの活用

P37

〜

P40

「インターネットと人権」

（新宮市立王子小学校）

子どもの人権

（インターネット）

工夫2 保護者と共につくる教材

工夫3 視聴覚教材等の活用

工夫5 身近な事柄の教材化

工夫9 話し合いなどのグループ学習

工夫16 保護者参加型授業

P51

〜

P57

「ハンセン病を知っていますか」

（和歌山市立東中学校）

ハンセン病患者等

の人権

工夫1-14 関係機関の専門家による講話

工夫3 視聴覚教材等の活用

工夫7 歴史的事象の教材化

工夫9 話し合いなどのグループ学習

P67

〜
P74

「人権文化が花開く社会の実現を

めざして」

（九度山町立九度山中学校）

同和問題／

様々な人権問題

工夫5 地域の教材化

工夫8-15 �生徒自身が計画した、地域の行

政機関等での聞き取り学習

工夫9 話し合いなどのグループ学習

P82

〜

P93

「自分自身を認めよう！」

（県立南部高等学校龍神分校）

自己尊重の感情／

コミュニケーション

工夫4 同世代の生徒の作品の教材化

工夫5-10-13 �地域の福祉関係機関でのボラ

ンティア活動

工夫8 生徒自身が計画した学習

工夫9 話し合いなどのグループ学習

P101

〜

P104
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（４）人権尊重の視点に立った学校づくり

　人権教育を推進するうえで、教育の場である学校が、人権が尊重され、安心してすごせる場でなければなりま

せん。学校においては、教科等指導、生徒指導、学級経営など、その活動の全体を通じて、人権尊重の精神に立っ

た学校づくりをすすめていく必要があります。

　本書には、プロモート校で取り組まれている、人権尊重の視点に立った学校づくりについて「特色ある取組」

として紹介しています。

本書の内容3

　平成２２年度は、小学校３校、中学校２校、高等学校１校の計６校のプロモート校がそれぞれの学校の指導計

画の作成及び改善・充実、学習単元の開発に取り組みました。

  本書は、今年度の６校のプロモート校の取組の経緯と成果物及び今後の課題等を詳細に掲載しています。県内

のすべての学校において本書が活用され、人権教育の指導計画の改善・充実を図ることで、それぞれの学校の人

権教育の取組がより一層推進されることを期待しています。




